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中
部
電
力
・
浜
岡
原
子
力
発
電
所
（
一
号
炉
五
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
二
号
炉
八
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
＝
以
上

運
転
中
。
三
号
炉
百
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
＝
建
設
中
）
は
、
近
い
将
来
、
来
襲
が
予
想
さ
れ
る
東
海
大
地
震
の
震
源

域
の
真
上
に
あ
り
、
そ
の
安
全
性
に
は
重
大
な
疑
問
が
あ
る
。 

こ
の
ほ
ど
、
通
産
省
、
原
子
力
安
全
委
員
会
の
浜
岡
三
号
炉
建
設
状
況
に
つ
い
て
の
私
へ
の
説
明
の
な
か
で
、

敷
地
砂
地
盤
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
重
大
な
疑
義
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
、
浜
岡
三

号
炉
の
冷
却
系
構
築
物
が
、
一
号
炉
、
二
号
炉
の
そ
れ
と
は
違
つ
て
、
す
べ
て
岩
盤
に
直
接
に
支
持
さ
れ
る
構
造

と
な
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
九
八
一
年
二
月
、
衆
院
予
算
委
員
会
で
、
我
が
党
の
不
破
書
記
局
長(

当
時)

は
、
東
海
大
地
震
の
際
、
浜
岡

原
発
の
敷
地
砂
地
盤
が
液
状
化
す
る
危
険
性
を
強
く
警
告
し
た
。
私
も
、
そ
の
後
同
委
員
会
で
、
浜
岡
一
号
炉
、 
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し
か
し
、
通
産
省
は
こ
れ
に
耳
を
か
さ
ず
、
ま
た
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
当
た
つ
た
原
子
力
安
全
委
員
会
は
、

一
部
液
状
化
の
危
険
は
認
め
た
も
の
の
、
安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
し
て
、
浜
岡
三
号
炉
の
建
設
を
認
可
し
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
部
電
力
が
三
号
炉
建
設
に
当
た
つ
て
、
冷
却
系
構
築
物
を
す
べ
て
岩
盤
に
直
接
に
支
持

す
る
構
造
に
改
め
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
我
が
党
が
指
摘
し
て
き
た
砂
地
盤
の
液
状
化
の
危
険
性
を
事
実
上
裏
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
号
炉
、
二
号
炉
の
砂
地
盤
上
に
あ
る
冷
却
系
パ
イ
プ
が
、
東
海
大
地
震
の

際
の
液
状
化
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
中
部
電
力
自
身
が
事
実
上
認
め
た
と
い
う
点
で
重
大
で
あ
る
の
で
、

以
下
質
問
す
る
。 

二
号
炉
の
冷
却
系
パ
イ
プ
が
砂
地
盤
上
に
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
安
全
性
に
重
大
な
疑
義
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。 

一 

浜
岡
三
号
炉
の
冷
却
系
構
築
物
を
、
一
号
炉
、
二
号
炉
と
は
違
つ
て
、
す
べ
て
岩
盤
に
支
持
さ
せ
る
構
造
と

し
た
こ
と
は
、
砂
地
盤
の
液
状
化
を
考
慮
し
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
、
政
府
の
見
解
は
ど
う 

四 

 



 

 

五 

か
。 

二 

こ
う
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
つ
た
以
上
、
一
号
炉
、
二
号
炉
の
冷
却
系
パ
イ
プ
を
砂
地
盤
上
に
の
せ
た
ま

ま
放
置
す
る
こ
と
は
、
三
号
炉
と
の
対
比
か
ら
い
つ
て
も
容
認
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


